	A.O.M
	S.G.M

	
	


北病棟チームカンファレンス記録

平成２０年　７月１８日　（金）

司会　沢田　静子　　　　　　記録　田村　直樹

	藤　原

（香）
	市　島
	藤　原

（英）
	沢　田
	滝　田
	小　泉
	岩　藤
	中　田
	
	

	公休
	○
	準夜
	○
	○
	公休
	公休
	公休
	
	

	加　藤
	木　村
	田　村
	音喜多
	土　岐
	山　田
	佐　藤（栄）
	鈴　木
	荒木田
	佐々木

	公休
	○
	○
	深夜
	欠勤
	業務
	学校
	公休
	準夜
	公休

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


※出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

･検査センターはお盆中も通常業務との事です。外来は休診となりますが、薬局は出
番の人がいますので、通常で対応お願いします。
＜患者様連絡事項＞

· 豊川　明男様～7/20(日)13時～17時まで単独にてサンデー買い物の為外出希望

　　　　　　　　　聞かれ、主治医より許可となっています。一ヶ月１万円の小遣いでやりくりを行なって頂く事と決まっていますので、帰院時には購入物や使用金額など確認していきましょう。

· 小坂　君子様～7/27(日)9時50分～13時50分まで単独にて眼鏡店で視力検査の

為の外出希望聞かれ、主治医より許可となっています。帰院時には外出中の様子や疲労感の有無などについて確認していきましょう。

· 清川　厚子様～7/19(土)19時～7/20(日)19時まで家族付き添いにて外泊訓練目

　　　　的の為外泊希望聞かれ、主治医より許可となっています。帰院時には外泊中の様子、服薬状況・睡眠状況・疲労感の有無など本人・御家族様へ確認していきましょう。

· 蛯名　勝幸様～7/20(日)9時～7/21(月)17時まで家族付き添いにて外泊訓練の為、

　　　　　　　　　外泊希望聞かれ、主治医より許可となっています。帰院時には、外泊中の様子、睡眠状況、身体的疲労の有無など確認していきましょう。

· 布施　邦雄様～7/23(水)10時～7/25(金)15時まで家族付き添いにて外泊訓練の

為、外泊希望聞かれ、主治医より許可となっています。帰院時には外泊中の様子や服薬状況・身体的疲労の有無・精神状態について本人・御家族様へ確認していきましょう。

・駒木　洋士様～7/27(日)9時～7/28(月)17時までバス単独にて外泊訓練の為、外泊希望聞かれ、主治医より許可となっています。また、帰院時には外泊中の様子、服薬状況・睡眠状況、疲労感の有無、交通機関の利用についてなど確認していきましょう。

＜SSTミーティング＞

題材‥マナーについてとお盆外泊の電話の掛け方
· ＡＢグループ～マナーについて話し、皆様から意見を出して頂き、スタッフから

　　　　　　　　もアドバイスする事で皆様も納得されています。お盆外泊の電話

　　　　　　　　の掛け方に対しては、｢家族がいないから掛けれない｣と話す方も

　　　　　　　　おられ、家族に限定しなくてもいい事伝えロールプレイを行な

　　　　　　　　って頂いています。滝田英人様は、睡意強い様子みられ居眠りし

ている事みられ、声掛け要しています。

· ＣＤグループ～皆様より意見多く聞かれており、意見をもとにしてロールプレイ

を行なって頂いています。電話に対して苦手な方もおり、皆様で

アドバイスをしながら、行なって頂いています。

坂本　のり子様は、マナーについては、トイレを使っている際に

消された場合は意見を出していますが、自分が消した場合は答え

れず、スタッフと皆様からアドバイスをもらいロールプレイを行

なわれています。

＊次回の課題は、お盆外泊の電話の掛け方と、列の割り込みについて(割り込まれた人の気持ち･割り込んだ人の気持ち)を話し合って頂きましょう。
＜猪股Ｄｒケース検討･診察報告＞

･日向端　庸男様～8/15　9時～17時まで墓参りの為、お盆外出許可となっています。ご家族へも連絡済みで、日時が変更となる場合は、御家族より連絡がくる事となっています。小遣いの件に関して、小遣いがなくなった際スタッフが御家族へ連絡をし持ってきて頂いていました。本人より「お金の事で毎月来てもらう事で迷惑を掛けたくない」と話されていますが、御家族来院時、今後の小遣いの受け渡しや、定期的面会の事をご家族へ伝え確認していきましょう。

･井上　和美様～本人より、｢マヨネーズときゅうりが食べられない｣との訴えあり、診察時に担当医に情報提供し明日の朝から食事変更（マヨネーズきゅうり禁）となっています。栄養チームには連絡済みです。

･中野渡　鉄男様～単独外出になってから、2回程単独で外出されており問題なく帰院できています。本人より不安感等も聞かれません。しかし金銭管理において不明金が発生する事がある為、帰院時その都度買い物量と金銭管理をおこなっていきましょう。
･駒木　洋士様～現在も下痢気味との訴え続いており、前回診察にて主治医より、今後も下痢となった際は、下剤の調整をしても良いとの事で、本人排便状況を見ながら服薬調整を行なって頂います。今後も様子をみながら、主治医に状況提供していきましょう。

･布施　邦雄様～本日、朝食時配膳時並んでいる列に他者(浅野　秀子様)が割り込んだ事に対して、軽く小突く事ありました。スタッフ介入して手をだすのではなく、話し合いにて解決して行く事を伝えていますが、納得出来ていない様子で表情に硬さ見られています。その後、トラブルは見られませんが、引き続き、訴え時には傾聴し、行動の振り返りをして頂きましょう。明日のSSTにて、列の割り込みについて行なう予定となっています。

･生活習慣改善プログラム参加者予定の駒木　洋士様(体重、腹囲がオーバー)･布施　邦雄様(体重、腹囲、BMIがオーバー)主治医より許可をもらっています。

＜注目患者様ケア検討＞

· 坂本　のり子様～一昨日、買い物で一気に多量に購入ありスタッフで預かろうと

した際、スタッフを叩くなどの粗暴行為あり、食パン(６枚)

を部屋に持ち帰ってその日のうちに全部食べています。また

次の日も買い物に行くと話され勝手に外に出ようとする事あ

り。介入するも、スタッフの説明に対し理解出来ずにいます。

現在、所持金も少なく洗濯代が足りない状況で、以前一人で

医事にお金を貰いに下がる事も何度かあった為、今後洗濯代

は、こちらで2千円位預かってもいいのではないか？残りの

お金を担当スタッフと話し合って割り振りしてみては？と案

が出ています。

現在、週2回の買物の日が決められており、無くなったからといって行けるわけではない事、決められた曜日に買い物へ行くよう本人へ伝え、全スタッフ統一した関わりを行っていきましょう。引き続き、買い物状況の観察、他者とのトラブル、所在確認し離院等に注意していきましょう。

＜勉強会＞

熱中症とは？　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　沢田　静子Ns

熱中症とは、体の中と外の"あつさ"によって引き起こされる、様々な体の不調であり、専門的には、「暑熱環境下にさらされる、あるいは運動などによって体の中でたくさんの熱を作るような条件下にあった者が発症し、体温を維持するための生理的な反応より生じた失調状態から、全身の臓器の機能不全に至るまでの、連続的な病態」されています。
　熱中症は、熱波により主に高齢者に起こるもの、幼児が高温環境で起こるもの、暑熱環境での労働で起こるもの、スポーツ活動中に起こるものなどがあります。
　熱中症というと、暑い環境で起こるもの、という概念があるかと思われますが、スポーツや活動中においては、体内の筋肉から大量の熱を発生することや、脱水などの影響により、寒いとされる環境でも発生しうるものです。実際、１１月などの冬季でも死亡事故が起きています。また、運動開始から比較的短時間（３０分程度から）でも発症する例もみられます。
熱中症の分類

熱中症は、いくつかの症状が重なり合い、互いに関連しあって起こる。また、軽い症状から重い症状へと症状が進行することもあるが、きわめて短時間で急速に重症となることもあります。
　熱中症の種類は以下の４つに分類されています。
① 熱痙攣
② 熱失神
③ 熱疲労
④ 熱射病

　
＊熱中症にかかりやすい者

○ 5歳以下の幼児
○ 65歳以上の高齢者
○ 肥満者

○ 睡眠不足
○ 風邪など発熱している者.
○ 怪我や故障している者
○ 脱水傾向にある人

＊かかりやすい環境

○ 前日までに比べ、急に気温が上がった場合
○ 梅雨明けをしたばかりの時
○ 気温はそれほどでなくとも、湿度が高い場合(例: 気温２０℃、湿度８０％)
○ 活動場所が、アスファルトなどの人工面で覆われているところや
　　草が生えていない裸地、砂の上などの場合
○ 普段の活動場所とは異なった場所での場合(涼しいところから暑いところへなど)
○ かかりやすい時間帯は、AM10時頃、PM13時～14時発症件数が多い。
＊熱中症の予防法

	(1)　運動前に内臓(胃など)の負担ならない程度に出きるだけ多目の水分を摂る。

	(2) 睡眠状況の把握
　睡眠不足は熱中症を引き起こしやすく、また、疲労の蓄積、集中力の低下
　などによってケガなどを誘発させますので、睡眠時間や睡眠状況をチェッ
クしておく必要があります。睡眠時間は８時間以上、就寝と起床の時刻を一定にする、寝苦しくて寝れない、などのことが無いように気をつけてください。

(3)発汗によって失われた水分と塩分を摂る。(スポーツドリンクなどの塩分　

　と糖分が飲みやすく配合されている飲み物も良い)　
(4)十分に休憩を挟みながら作業する。

(5)なるべく一人で運動を行わない。(複数で行う様にする。)


















































